




































　The purpose of the present study was to develop the evaluation of teaching practice at special schools. 
Students who take the special school teacher's license at the teacher training university in Japan, experience 
teaching practice at special schools for so-called the main license after teaching practice at elementary schools 
or junior high schools etc. for so-called the basic license. So it's necessary to link teaching practice for the basic 
license and the main license in order to enrich students' learning of teaching practice. I think it's effective to 
use the same evaluation of teaching practice as possible with different schools. For example a student will be 
evaluated on the common scale at the elementary school and the special school. The student will be able to 
take advantage of the result of the first evaluation for the next  teaching practice at special schools. So I tried to 
make common evaluation items of teaching practice, which we can use at both elementary schools and special 
schools. But I think it's so important not to forget to replace some of the common evaluation items with another 
evaluation items for special needs education.
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観　点 ４ ３ ２ １
Ⅱ
③他の実習生や
教職員と積極
的に協働し、
TTによる指導
や職務を行う
ことができる
TTによる指導の中で、
実習生や教職員と協力
したり、自分ができる
役割を考え、率先して
仕事を引き受けやり遂
げたりしていた。
TTによる指導の中で、
実習生や教職員と協力
したり、自分ができる
役割を考えて、仕事を
引き受けたりしてい
た。
TTによる指導の中で、
実習生や教職員と協力
したり、進んで仕事を
引き受けたりすること
が少なかった。
TTによる指導の中で、
実習生や教職員と協力
したり、仕事を引き受
けたりしなかった。
Ⅲ
②個々の児童生
徒の障害や実
態について理
解し、適切に
支援すること
ができる
個々の児童生徒の障害
や実態について理解
し、自主的に指導内容
や方法を聞いたり調べ
たりして積極的に関わ
り、適切な支援を行っ
ていた。
個々の児童生徒の障害
や実態について理解
し、指導内容や方法を
聞いたり調べたりし
て、適切な支援を行っ
ていた。
個々の児童生徒の障害
や実態について理解
し、適切な支援を自ら
行う姿が少なかった。
個々の児童生徒の障害
や実態について理解
しようとする意識が低
く、適切な支援をしな
かった。
⑤休み時間も児
童生徒に関わ
り、学校生活
の様子を観察
しながら児童
生徒理解に努
めることがで
きる
人との関わりが少ない
児童生徒に自ら声をか
け、休み時間にも積極
的に多くの児童生徒と
関わり、児童生徒理解
に努めていた。
休み時間にも、児童生
徒と関わり、児童生徒
理解に努めていた。
休み時間に児童生徒と
関わってはいたもの
の、特定の児童生徒と
しか関わっていなかっ
た。
休み時間は、児童生徒
とほとんど関わらな
かった。
Ⅳ
②児童生徒の障
害や実態に即
した教材研究
を行い指導に
活かすことが
できる
児童生徒の障害や実態
と単元及び本時のねら
いに即して教材研究や
予備実験等を行うだけ
でなく、児童生徒の姿
から授業を振り返り、
指導上の課題を明確に
していた。
児童生徒の障害や実態
と単元及び本時のねら
いに即した教材研究や
予備実験を適切にして
いた。
児童生徒の障害や実態
と単元及び本時のねら
いに即した教材研究や
予備実験をすることが
少なかった。
児童生徒の障害や実態
と単元及び本時のね
らいに即した教材研究
や予備実験をしなかっ
た。
③児童生徒の障
害や実態に即
した授業にお
ける適切な発
問、板書、説
明をすること
ができる
児童生徒の障害や実態
に即して、理解しやす
いように適切な発問と
説明をしたり板書を整
理したりするなど簡潔
明瞭でわかりやすかっ
た。
児童生徒の障害や実態
に即して、理解しやす
いように発問と説明を
区別したり、板書を整
理したりしていた。
児童生徒の障害や実態
に即して、理解しやす
いように発問と説明を
区別したり、板書を整
理したりしていないこ
とがあった。
児童生徒の障害や実態
に即して、理解しやす
いように発問と説明を
区別したり、板書を整
理したりしていないこ
とがたびたびあった。
⑤評価の観点に
基づき、授業
中の児童生徒
の学習状況等
を把握して、
障害や実態に
配慮した適切
な指導を行う
ことができる
観点別の評価規準を設
定し、適切な方法で
評価するとともに、評
価を指導に生かし、児
童生徒の障害や実態に
配慮した指導･支援を
行っていた。
観点別の評価規準を設
定し、適切な方法で評
価していた。
観点別の評価規準を設
定したが、適切な方法
で評価することができ
なかった。
観点別の評価規準を設
定しておらず、適切
な方法で評価しなかっ
た。
＊観点欄に示されたローマ数字は「Ⅱ　社会性や対人関係能力に関する事項」「Ⅲ　児童生徒理解や
学級経営等に関する事項」「Ⅳ　教科内容等の指導力に関する事項」であり、観点Ⅰは変更しなかっ
たため、掲載していない。なお、１から４は評価点であり、「１：ほとんどしていなかった」「２：
ややしていなかった」「３：していた」「４：よくしていた」を示す。
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